
 

  

 春寒もようやく緩む日をむかえるに至りました。皆様にお  

 
 
 
 
 
 
 

厳しい暑さが続きますが、保護者の皆さま、地域の皆さまにおかれましては益々ご清祥

のこととお喜び申し上げます。また、日ごろより「こども１１０番」活動に対しご理解・

ご協力をいただき誠にありがとうございます。 

最近、多数の犠牲者が出る交通事故や殺傷事件が続いています。白井市内でも児童・生

徒への声かけや暴力行為など、不審者情報が絶えません。そのような中で、地域の子ども

たちの安全について、多くの方に関心を寄せていただいていることに感謝申し上げます。 

先日、今年度第１回の七次台中学校区こども１１０番実行委員会を開催しました。以下

会議の報告書を掲載しますので、今後の活動にお役立ていただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

令和元年度 第１回七次台中学校区こども１１０番３校合同会議 報告書 

                            期日：令和元年６月１０日（月） 

                            会場：七次台中学校 会議室 

１．はじめの言葉 （事務局：七次台中学校 山本教頭） 

    

２．会場校校長あいさつ （七次台中学校 吉田校長） 

   ４月に七次台中学校に着任しました。七次台中学校では、緑道を通学路とする生徒が、 

清水口と七次台を結ぶ横断歩道で車との接触事故にあいました。以前から危険が指摘され 

ていた地点です。学校では子どもたちに対して交通安全指導をしていますが、浸透しない 

部分はご家庭で指導していただき、地域の方にも見守っていただくよう、『こども１１０ 

番だより』等で発信してほしいです。今日は活発に意見交換をしましょう。 

 

３．実行委員長挨拶 （七次台中学校 渡辺会長） 

   「こども１１０番」とは何か。それを多くの方に知っていただきたいです。 

子どもたちを不審者や事故から守るために意見を深めましょう。 

 

４．協議事項 

 （１）組織について 

・ 事務局  ： 七次台中学校 

・ 委員長  ： 渡辺 真巨 （七次台中学校 ＰＴＡ会長） 

・ 副委員長： 佐藤 真吾 （清水口小学校 ＰＴＡ会長） 

       松崎 孝弘 （七次台小学校 ＰＴＡ会長） 

 （２）令和元年度の取り組みについて 

   ①協力家庭、事業所数  

＜清水口小学校＞ 

・協力家庭  ４５軒  ・看板 ７枚 ・パトロールシート ９６枚配布 

＜七次台小学校＞ 

・協力家庭 １２３軒 ・看板 ８枚 ・パトロールシート ８６枚配布 

＜七次台中学校＞ 

・協力事業所 ４２軒 ・パトロールシート ３９枚配布 

  

 

  

 

 こども１１０番だより  

第１号    

   

令和元年７月１０日    

七次台中学校区こども１１０番実行委員会    

 



   

（３）要望書の提出について 

     各校区内の危険個所の現状について報告後に意見交換をし、要望箇所と重点要望箇 

所を決定しました。重点要望箇所については、市の職員と警察の立ち会いで７月中旬 

に点検をします。 

重点要望箇所（要望内容） 

根 1747-1付近の T字路（信号機の設置またはポールの設置） 

清水 3-29付近の横断歩道（信号機またはスピードを出せないような路面への改修）      

 西白井 2-19-4付近の T字路（カーブミラーの設置） 

 

（４）夏季休業中のパトロールについて 

①青色防犯パトロール車を使用してのパトロール 

７月１０日（水）１４時半～１７時頃 

 

②自転車を使用してのパトロール 

○七小学区パトロール 

 ７月２９日（月）１６時３０分～１７時３０分 【雨天予備日：８月５日（月）】 

○清小学区パトロール 

８月２１日（水）１６時３０分～１７時３０分 【雨天予備日：８月２３日（金）】 

  

５．終わりの言葉（七次台中学校 山本教頭）    

         

     

 

 

お願い 

 〇夏休み中の子どもたちを家庭・地域で見守ってください。 

  ・危険な場所（道路、調整池、工事現場、駐車場、人目につかない場所）での遊びや、危険な

遊び（塀のぼり、つり、花火、など）を見かけたら、止めるよう声をかけてください。 

  ・夜遅くの外出はさせないでください。塾や習い事の後は速やかに帰宅するよう 

ご指導ください。 

 〇「こども１１０番の家」にご協力ください！                 

  緊急時の子どもたちの逃げ込み先としてご協力いただいている「こども１１０番の家」 

  ですが、同時に、安全に対する意識や防犯体制がしっかりした地域であることをアピールでき、

犯罪への抑止力にもなります。 

 

参考《 白井市における「こども１１０番」の生い立ち  》 

 平成９年に市内小学校区において、ワゴン車による少女の拉致未遂事件発生。また、別の中学校

区で、釣りをしていた小学生が川に転落。その際、助けを求めに走った友人は、近くの民家ではな

く自宅近くまでもどっていました。（知らない人と話をしてはいけない」という教えゆえに。）こ

れらを受け、２つの校区で平成１０年から１１年にかけ、「こども１１０番」がスタートしました。 

 平成１２年に市内において中学生が不審者に山林に引きずり込まれそうになるという事件が発

生し、市Ｐ連では市内全校でのこども１１０番実現に向けて協議を急ぎました。同年９月に、必要

経費の一部について市議会において予算がつけられ、平成１３年４月１日、「白井市ＰＴＡ連絡協

議会こども１１０番」が発足しました。 

 

 

 

 

 

 

   犯罪防止・防犯活動には、「地域・学校・家庭の連携」が欠かせません。 

   子どもたちのようすでお気づきのことがありましたら、学校までお知らせください。 

 清小 ℡ ４９１－８０７０ 七小 ℡ ４９１－５７８０ 七中 ℡ ４９１－１２７５ 


